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僕は永住するなら
都会かなあ

でも、都会は車など
危険が多いわよ

人と対話を行う対話システムについ
て研究しています。有意義な対話を
実現するには、多様な話題について
話せることに加え、特定のテーマに
ついて深く掘り下げて対話できるこ
とも重要な要素です。そうしたシス
テムを目指し、人と議論を行う議論
対話システムを構築しました。

議論を行うためには、システムは一
貫した主張を持った上で、論拠の提
示やユーザ主張への反論をする必要
があります。私たちは、特定の話題
について議論をするための議論構造
を設計し、それに基づいて、議論の
状況を適切に管理し、議論を進める
議論対話技術を開発しました。

人と言葉でやりとりできる対話シス
テムは、人とシステムをつなぐ重要
なインターフェースです。議論を通
じ人間とシステムがより理解し合う
ことで、人とシステムが助け合う社
会の実現を目指しています。本技術
は人間の議論スキルの向上や思考の
活性化にも有用です。
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永住には田舎

よりも都会が良い

老後は都

会が楽

田舎は健

康に良い

都会には多様な

サービスがある

都会は車など

危険が多い

議論構造に基づく対話

議論構造（全体）

・・・

支持 不支持

支持 不支持

議論構造

（一部拡大）

支持する知識を利用不支持の知識を利用

ＡＩと議論：都市と田舎、永住するならどっち？

～議論構造に基づき論拠提示や反論を行う議論対話システム～

そうそう

老後は都会が楽だよね
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